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第
八
節
文
部
省
の
設
置
と
長
崎
医
学
校
の
文
部
省
移
管
　
文
部
省
は
明
治
四
年
七
月
十
八
目
（
一
八
七
一
年
九
月
二
日
）
を
以
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
設
置
に
至
る
ま
で
の
経
過
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
、
昌
平
畏
、
開
成
所
及
び
医
学
所
の
復
興
に
先
ち
、
明
治
政
府
は
早
く
既
に
学
校
掛
を
置
き
、
教
学
に
関
す
る
取
調
を
行
な
わ
し
め
、
学
校
官
等
0
職
制
を
定
め
た
。
即
ち
明
治
元
年
二
月
二
十
二
日
（
一
八
六
八
年
三
月
十
五
日
）
、
参
与
内
国
事
務
判
事
玉
松
操
、
参
与
神
祇
事
務
局
判
事
平
田
鉄
胤
、
同
矢
野
玄
道
に
「
今
般
学
校
御
取
立
二
付
制
度
規
則
等
取
調
申
付
ク
」
と
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
教
学
に
関
す
る
取
調
の
最
初
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
時
い
わ
ゆ
る
学
校
掛
で
あ
っ
て
、
そ
の
取
調
の
結
果
、
学
舎
制
案
が
成
り
、
三
月
二
十
八
日
　
（
陽
暦
四
月
二
十
日
）
、
総
裁
の
名
を
以
て
こ
れ
を
各
局
に
廻
付
し
、
そ
の
意
見
を
徴
せ
ら
れ
た
。
　
学
校
掛
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
前
記
の
他
に
三
宅
大
学
、
佐
々
謙
三
郎
、
長
谷
川
深
美
、
東
園
基
教
等
が
あ
っ
た
。
元
年
六
月
、
昌
平
学
校
が
復
興
さ
れ
、
学
校
官
、
学
校
官
附
属
及
び
学
校
勤
番
組
　
　
　
第
三
章
，
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
頭
が
置
か
れ
、
八
月
十
八
日
（
陽
暦
十
月
三
目
）
、
昌
平
学
校
が
管
轄
を
変
更
さ
れ
、
学
校
官
以
下
の
諸
官
が
廃
さ
れ
、
助
教
取
締
、
助
教
、
教
授
附
属
等
が
置
か
れ
た
。
十
月
二
十
七
日
（
陽
暦
十
一
月
九
日
）
、
箕
作
麟
祥
、
内
田
恒
次
郎
（
正
雄
）
、
細
川
準
一
郎
、
福
沢
諭
吉
等
が
学
校
取
調
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
叉
十
一
月
二
日
（
陽
暦
十
二
月
十
五
日
）
、
議
定
山
内
豊
信
、
弁
事
兼
議
定
秋
月
種
樹
に
学
校
取
調
兼
勤
を
命
じ
、
叉
、
神
田
孝
平
、
森
金
之
丞
（
有
礼
）
、
松
岡
七
助
、
菱
田
文
蔵
を
そ
れ
ぞ
れ
同
掛
に
任
じ
、
学
制
が
定
ま
っ
た
。
つ
い
で
十
二
月
十
日
（
一
八
六
九
年
一
月
二
十
二
日
）
、
昌
平
学
校
職
制
が
改
定
さ
れ
た
。
即
ち
昌
平
学
校
に
知
学
事
、
判
学
事
、
権
判
事
の
諸
官
を
置
か
れ
、
越
え
て
十
三
日
（
陽
暦
二
十
五
日
）
、
議
定
山
内
豊
信
（
容
堂
）
が
知
学
事
に
、
秋
月
種
樹
が
判
学
事
に
、
同
月
二
十
三
日
（
陽
暦
五
月
二
十
八
日
）
、
松
岡
七
助
、
内
田
恒
次
郎
が
権
判
事
に
そ
れ
ぞ
れ
任
ぜ
ら
れ
た
。
　
（
一
般
学
校
病
院
も
凡
て
管
轄
し
た
。
）
一217一
第
八
節
　
　
文
部
省
の
設
置
と
長
崎
医
学
校
の
文
部
省
移
管
　
明
治
二
年
三
月
二
十
日
（
一
八
六
九
年
五
月
二
日
）
、
府
県
学
校
取
調
局
が
昌
平
学
校
に
置
か
れ
、
六
月
十
四
目
（
陽
暦
七
月
二
十
二
日
）
に
は
廃
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
四
月
十
七
日
（
陽
暦
五
月
二
十
八
日
）
、
制
度
寮
を
置
き
、
知
学
事
山
内
豊
信
は
制
度
寮
総
裁
を
秋
月
種
樹
は
副
知
学
事
を
兼
ね
た
。
四
月
二
十
日
（
陽
暦
五
月
三
十
一
日
）
、
山
内
豊
信
は
知
学
事
を
罷
め
、
五
月
七
日
（
陽
暦
六
月
十
六
日
）
、
議
定
正
親
町
三
条
実
愛
が
知
学
事
と
な
っ
た
。
同
十
五
日
（
陽
暦
二
十
四
日
）
に
は
再
び
山
内
豊
信
が
こ
れ
に
代
っ
て
知
学
事
と
な
っ
た
。
七
月
八
日
（
陽
暦
八
月
十
五
日
）
の
官
制
改
革
に
よ
り
知
学
事
以
下
の
官
制
が
廃
さ
れ
、
新
た
に
大
学
別
当
以
下
の
諸
官
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
山
内
豊
信
等
は
そ
の
職
を
退
き
、
松
平
慶
永
は
大
学
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
文
部
省
設
置
の
前
提
と
な
っ
た
。
明
治
四
年
七
月
十
八
日
（
一
八
七
一
年
九
月
二
日
）
、
大
学
へ
「
大
学
被
廃
候
事
」
と
達
せ
ら
れ
、
叉
、
「
大
学
ヲ
廃
シ
文
部
省
被
置
侯
事
」
と
布
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
文
部
省
の
庁
舎
が
定
ま
る
ま
で
、
当
分
旧
大
学
本
校
を
以
て
文
部
省
に
充
て
る
旨
、
七
月
二
十
一
日
（
陽
暦
九
月
五
日
）
附
を
以
て
文
部
省
か
ら
通
達
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
七
月
、
長
与
専
斎
は
中
教
授
文
部
少
丞
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
、
専
斎
は
東
京
に
招
か
れ
て
い
る
。
　
O
明
治
三
午
年
長
崎
医
学
校
は
大
学
の
管
轄
と
な
り
、
余
は
大
学
少
博
　
　
士
に
任
ぜ
ら
れ
て
次
の
年
未
七
月
徴
さ
れ
て
東
京
に
出
て
中
教
授
文
　
　
部
少
丞
に
進
み
ぬ
。
是
れ
よ
り
先
東
北
の
兵
乱
識
定
に
帰
し
皇
居
を
　
　
江
戸
城
に
移
さ
れ
て
名
も
東
京
と
改
ま
り
、
萬
機
の
政
務
悉
く
太
政
　
　
宴
り
出
て
、
警
の
こ
と
笑
学
言
き
て
聾
糠
卿
総
管
せ
　
　
ら
れ
し
が
後
文
部
省
と
改
称
せ
ら
れ
、
当
時
江
藤
氏
新
平
其
の
卿
と
　
　
し
て
学
政
鶯
革
の
経
営
最
中
な
り
き
。
余
は
着
京
の
後
先
づ
井
上
伯
　
　
の
許
に
い
た
り
内
意
を
伺
ひ
け
る
に
、
此
の
地
の
医
学
社
会
は
今
一
　
　
段
の
進
善
を
待
つ
べ
き
有
様
な
り
、
文
部
卿
に
面
会
し
て
能
く
其
事
　
　
情
を
聞
か
る
べ
し
と
あ
り
け
れ
ば
、
直
に
江
藤
氏
を
訪
ひ
け
る
に
、
　
　
井
上
等
よ
り
長
崎
医
学
校
改
革
の
始
末
を
聞
き
当
地
の
事
も
君
を
煩
　
　
は
さ
ん
と
思
ふ
な
り
、
十
分
に
心
を
端
く
さ
れ
た
し
と
の
事
な
り
き
。
　
　
さ
れ
ど
余
は
此
の
地
と
長
崎
と
は
そ
の
事
情
も
大
に
異
る
べ
け
れ
ば
　
　
微
力
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
と
て
固
く
辞
し
て
帰
り
ぬ
。
其
後
徐
ろ
に
　
　
朝
野
の
情
勢
を
観
る
に
萬
事
更
新
の
折
柄
と
て
四
方
有
為
の
士
人
雲
　
　
の
如
く
に
集
ま
り
、
我
が
医
学
社
会
に
在
り
て
は
松
本
佐
藤
尚
中
の
　
　
諸
老
を
は
じ
め
有
名
の
人
々
各
一
方
に
雄
視
し
、
少
壮
才
学
の
士
其
　
　
間
に
往
来
し
、
議
論
多
緒
に
し
て
適
従
す
べ
き
所
を
知
ら
ず
、
事
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
に
疏
き
新
来
者
に
し
て
漫
り
に
此
の
盤
渦
中
に
投
じ
た
ら
ん
に
は
自
　
　
マ
ヤ
　
　
佗
の
為
め
益
す
る
所
　
な
く
看
す
く
窮
境
に
陥
ら
ん
も
知
る
べ
か
　
　
ら
ず
、
余
は
此
の
間
に
介
ま
り
進
み
て
為
す
べ
き
な
く
退
か
ん
も
後
　
　
顧
た
く
、
兎
角
の
思
案
も
立
ち
か
ね
つ
、
文
部
省
に
も
東
校
に
も
出
　
　
勤
す
る
こ
と
な
く
、
旧
識
を
訪
ひ
名
勝
に
遊
ぷ
な
ど
の
事
に
空
し
く
一218一
日
を
送
り
居
た
り
き
。
一
日
友
人
島
村
氏
鼎
甫
の
許
に
い
た
り
二
三
の
知
人
も
来
り
合
せ
て
四
方
山
の
物
語
な
し
け
る
内
、
今
度
政
府
よ
り
使
節
を
欧
米
各
国
に
派
遣
し
各
省
の
理
事
官
も
同
行
す
る
よ
し
話
せ
る
人
の
あ
り
け
る
に
、
蕎
然
と
し
て
心
に
浮
ぷ
事
の
あ
り
し
か
ば
急
か
に
其
席
を
辞
し
、
直
ち
に
車
を
飛
ば
し
て
井
上
伯
を
海
運
橋
の
邸
に
訪
ひ
け
る
に
芳
川
顕
正
子
爵
先
き
た
ち
て
客
室
に
在
り
、
主
人
は
他
客
の
応
接
中
に
て
ひ
と
り
待
合
せ
居
た
り
。
余
が
入
り
来
る
を
・
見
て
何
用
な
り
や
と
問
ひ
か
け
た
る
語
気
の
あ
や
し
か
り
け
れ
ば
、
余
も
君
は
何
用
な
り
や
と
間
返
し
た
り
、
子
は
再
び
君
は
大
使
随
行
の
志
願
に
非
ず
や
と
問
ひ
け
れ
ば
、
包
む
べ
き
に
も
非
ざ
れ
ば
然
か
な
り
君
も
同
じ
望
み
に
や
と
言
ひ
け
る
に
、
微
笑
し
て
点
頭
き
た
り
。
さ
て
は
後
れ
た
り
、
他
に
志
願
の
人
も
多
か
る
べ
き
に
二
人
の
周
旋
は
主
人
も
迷
惑
な
る
べ
し
一
人
な
れ
ば
彼
れ
に
先
鞭
の
利
あ
り
、
寧
ろ
今
打
ち
明
け
て
相
談
す
る
こ
そ
よ
か
ら
め
と
、
つ
ぶ
さ
に
当
時
の
境
遇
を
陳
べ
、
か
、
る
困
難
の
事
情
な
れ
ば
今
度
の
洋
行
は
杵
げ
て
一
着
を
ゆ
づ
り
、
君
よ
り
も
辞
を
添
へ
て
某
の
希
望
を
遂
げ
し
め
ら
れ
よ
と
他
事
も
な
く
頼
み
け
れ
ば
、
初
め
の
程
は
、
か
に
か
く
と
い
な
み
け
れ
ど
も
遂
に
承
引
く
事
と
な
れ
り
。
折
柄
他
客
も
去
り
二
人
打
連
れ
て
便
室
に
延
か
れ
た
れ
ば
事
の
次
第
を
陳
じ
依
頼
し
け
る
に
、
今
度
の
事
は
一
切
伊
藤
侯
爵
の
引
受
け
な
り
往
き
て
梱
談
せ
ら
る
べ
し
、
余
は
心
得
た
り
と
あ
り
け
れ
ば
再
び
車
馳
せ
て
高
輪
の
邸
を
訪
ひ
け
る
に
留
守
な
り
け
れ
ば
一
泊
を
乞
ひ
、
侯
の
帰
邸
を
侯
ち
て
面
会
を
遂
げ
、
其
の
指
図
に
て
翌
朝
更
に
九
段
坂
に
木
戸
侯
を
訪
ひ
事
の
次
第
を
陳
べ
け
れ
ば
侯
も
承
諾
せ
ら
れ
、
幸
に
い
ま
だ
医
家
出
身
の
人
に
は
志
願
あ
り
と
も
聞
か
ず
、
文
部
理
書
と
し
て
田
轟
璽
命
芝
る
喜
賢
此
人
と
大
木
嬬
辮
繕
時
と
に
面
会
し
て
依
頼
す
べ
し
、
余
も
話
す
べ
け
れ
ど
も
速
な
る
に
若
か
ず
直
ち
に
も
趨
く
べ
し
と
の
こ
と
な
り
け
れ
ば
、
其
れ
よ
り
二
民
を
歴
訪
し
、
一
昼
夜
の
奔
走
に
し
て
事
大
方
は
調
ひ
た
り
き
。
さ
て
半
月
余
を
経
て
九
月
二
日
文
部
理
事
官
随
行
と
し
て
欧
米
派
遣
の
命
を
拝
せ
り
。
随
行
員
五
名
中
島
永
元
内
村
良
載
は
、
英
、
今
村
和
郎
は
仏
、
近
藤
鎮
三
は
独
と
、
各
々
其
の
修
め
た
る
語
学
に
従
ひ
て
各
国
の
学
制
取
調
を
担
当
し
、
余
は
医
学
教
育
の
調
査
に
任
じ
た
り
。
本
年
七
月
東
京
に
出
で
し
よ
り
進
退
途
な
く
困
じ
果
た
る
折
柄
、
其
の
苦
境
を
脱
す
る
さ
へ
あ
る
に
世
界
の
壮
遊
を
試
み
る
こ
と
㌧
な
り
け
れ
ば
、
天
に
も
昇
る
心
地
し
て
其
の
愉
快
警
ふ
る
に
も
の
な
か
り
き
。
十
一
月
十
二
日
米
国
飛
脚
船
に
乗
込
み
、
大
使
岩
倉
公
副
使
木
戸
大
久
保
伊
藤
山
口
尚
芳
氏
、
各
省
の
理
事
官
其
の
他
華
族
の
漫
遊
す
る
も
の
等
無
慮
百
人
余
難
蒲
讐
編
繍
ぽ
学
の
女
生
徒
さ
へ
打
ま
じ
り
て
、
さ
し
も
に
広
大
な
る
飛
脚
船
も
日
本
人
充
ち
満
ち
て
さ
な
が
ら
日
本
の
一
部
落
を
積
み
出
し
た
る
が
如
く
、
悦
び
勇
み
て
横
浜
の
港
を
発
し
た
り
。
　
（
『
松
香
私
志
』
）
こ
の
よ
う
に
し
て
専
斎
が
旅
立
っ
た
後
、
長
崎
県
病
院
は
文
部
省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
太
政
官
日
誌
」
（
明
治
四
年
一219一
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
　
　
　
第
八
節
　
　
文
部
省
の
設
置
と
長
崎
医
学
校
の
文
部
省
移
管
第
九
十
二
号
）
辛
未
十
一
月
十
四
日
　
（
陽
暦
十
二
月
二
十
五
目
）
の
条
に
次
の
御
沙
汰
書
が
見
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
省
　
部
　
長
崎
県
病
院
自
今
其
省
管
轄
被
　
仰
付
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
　
其
県
病
院
自
今
文
部
省
管
轄
被
　
仰
付
候
間
同
省
へ
可
引
渡
事
　
こ
の
文
書
が
長
崎
県
か
ら
県
病
院
に
渡
さ
れ
た
の
は
数
目
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
太
政
官
よ
り
長
崎
県
に
渡
さ
れ
た
の
は
維
新
資
料
に
よ
れ
ば
、
翌
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
太
政
官
か
ら
長
崎
県
に
宛
て
た
文
書
に
は
、
末
尾
が
「
可
引
渡
候
事
」
と
見
え
、
「
辛
未
十
一
月
、
太
政
官
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
長
崎
県
病
院
が
文
部
省
に
移
管
さ
れ
た
際
に
は
、
他
の
各
地
の
府
県
病
院
、
医
学
校
も
同
様
に
文
部
省
の
管
轄
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
長
崎
県
病
院
医
学
校
は
、
以
後
、
面
目
を
一
新
し
、
大
い
に
体
裁
を
整
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
十
一
月
二
十
三
日
（
一
八
七
二
年
一
月
三
日
）
、
弁
務
支
配
役
村
井
俊
三
郎
の
弟
兼
次
郎
（
十
一
才
）
が
医
学
校
に
入
塾
し
た
が
、
十
二
月
に
入
り
、
長
崎
県
病
院
医
学
校
は
長
崎
医
学
校
と
改
称
さ
れ
、
定
額
弐
万
円
を
支
給
し
、
専
斎
の
欧
米
出
張
中
も
引
続
ぎ
校
務
を
処
理
さ
せ
て
あ
っ
た
。
然
し
や
は
り
不
便
な
た
め
、
専
斎
の
代
理
後
任
と
し
て
、
生
理
学
に
精
し
い
坂
井
直
常
が
十
二
月
五
目
（
一
八
七
二
年
一
月
十
四
日
）
、
　
長
崎
に
出
張
す
る
こ
と
と
な
り
、
校
務
を
処
理
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
「
太
政
官
日
誌
」
（
明
治
四
年
、
第
百
七
号
）
辛
未
十
二
月
五
目
の
条
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
　
文
部
省
七
等
出
仕
　
　
　
　
　
坂
井
直
常
　
長
崎
出
張
被
仰
付
　
　
　
　
　
坂
井
直
常
　
な
お
、
長
与
専
斎
は
明
治
四
住
九
月
二
日
（
一
八
七
一
伍
十
月
十
五
日
）
、
文
部
理
事
官
随
行
と
し
て
大
使
岩
倉
具
視
に
従
い
、
、
中
島
永
元
、
内
村
良
載
、
今
村
和
郎
、
近
藤
鎮
三
等
と
共
に
欧
米
医
事
制
度
調
査
の
た
め
欧
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
約
一
年
半
近
く
に
亘
り
、
各
地
に
滞
在
し
た
。
一220一
